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序

　アフリカの乾燥・砂漠化が例であるように，近年，気候問題が世界的に重要視されている。そ

の気候の形成や変動には海洋が大きくかかわり，と言うよりも，相互に影響を及ぼし合う関係に

あることも認識されている。

1979年の世界気候会議で承認された「世界気候計画（WCP）」は，以後，具体的作業に入り，

「世界気候研究計画（WCRP）」の中で，大気・海洋問題が重要な課題になっている。TOGA

（熱帯海洋・全球大気研究計画）やWOCE（世界海洋循環実験計画）が例である。

　現在，海洋を含めた気候異変には，自然科学分野のみならず，政治・経済関係，さらには一般

の人々も強い関心を示している。ちょっとした気象異変や，社会の変わった動きにすら，「エ

ル・二一ニョの所為ではないか」という。これは豊富な情報が一因であろう。また，約20年前

のエル・二一ニョ発生時に，連鎖反応的に起きた世界的な農業と経済の混乱が，わが国では豆腐

の異常値上げとして食生活に顕現したことを記憶しているからかもしれない。ユーザーが要求す

る知識内容は様々であろうが，大気と海洋の壮大で複雑な相互作用を解明し，将来の現象を予測

することが，我々の役目であろう。

　しかし，元来，海洋は人問が生存している場ではない。このため，観測データも知識も不十分

である。今後，衛星をはじめ，新しい観測技術によって，データも知識も蓄積されようが，それ

でもかなりの年月が必要であろう。しかし，それまで，いや，それからも，何らかの方法で，目

的に近付く努力が必要である。それが，モデル手法による海洋変動の把握と予測である。外国で

は，1960年代後半から，モデルを用いた海洋と気候の研究が盛んになり，その様子は本報告の

膨大なReferenceからもうかがえる。わが国でも，大学等で成果をあげつつある。

　さて，気象研究所海洋研究部では，動的な海洋をイメージに置いて，昭和58年度から「海洋

大循環数値モデルの開発」を開始し，途中に計算能力の向上もあって，予期以上の成果をあげ

て，一応，昭和62年度で終了させた。今後は，このモデルを基礎にして，大気・海洋相互作用

や様々な海洋現象を研究していく所存である。

　本報告は，開発途中のモデルを試行したものである。良いにつけ悪いにつけ，様々な鍵を顕在

化させているので，今後の研究にとって良い道標となろう。海面に及ぼす風の変動・異常が，い

かに海洋（主として水温構造）に影響を及ぼすかがテーマであり，その産物は予測される海洋状

態である。

　内容は，まず，モデルの紹介にかなり力をそそぎ・入力要素として水温・塩分・海水の密度・

海流などの海洋要素と風・気温・降水・蒸発などの大気要素を用いている。これを動かして動的

な定常状態を作り上げる。これに，太平洋の海洋大循環を大きく支配している赤道付近の東風と



北半球の貿易風を様々に変化させて与え，モデルを駆動させて，対応する海洋状態を産出してい

る。

本報告の目的は，前記のTOGAやWOCEの指向に合致しているが，結果は必ずしも満足す

べきものではない。海洋の渦スケールは大気の高・・低気圧スケールに比較して1桁以下であるの

で，同レベルの産物を得るには，さらに計算機の能力向上が必要である。また，必要とする海洋

データも質・量ともに不十分である。今後は，相互に補完しながら，研究を推進していきたい。・

平成元年3月

気象研究所海洋研究部長

　　　佐　野　　　昭
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Abstract

　　　A　general　circulation　model　of　the　ocean　is　developed　for　the　study　of　dynamical

response　to　the　wind　stress　change．The　model　is　idealized　in　the　horizontal　dimension

having　a　rectangular　shape　with　flat　bottom　topography．The　purpose　of　the　present　report

is　to　describe　the　model　developed　and　to　present　the　results　in　detai1．

　　　The　numerical　model　extends　over1000in　the　east．west　direction　from300S　to54。N　in

the　meridional　direction　with81evels　in　the　vertical　direction　and2。（N－S）×2．5。（E－W）

horizontal　grid　spacing．Zonally　miform　wind　stress　and　heat　andsalt　fluxes　imposed　onthe

sea　surface　drive　the　steady　normal　general　circulation　in140years　of　integration．

　　　Anomalies　of　wind　stresses　corresponding　to（1）relaxation　of　the　easterly　winds　in　the

equatorial　region　and（2）intensification　of　the　trade　winds　in　the　tropica1／subtropical　region

are　imposed　for90and180days，respectively．Temperature　anomalies　defined　as　the

difference　between　the　results　for　anomalous　and　normal　wind　stresses　are　traced　for　a　few

years。

　　　　Separation　of　the　response　into　the　baroclinic　mode　and　the　surface　mode　is　apparently

recognized．The　surface　mode　anomaly　is　mainly　advected　by　the　backgromd　quasi－zonal

steady　circulation．Temporal　variation　of　SST　is　very　sensitive　to　the　horizontal　structure

of　the　normal　temperature　field，due　to　the　advection　of　temperature　by　anomalous　horizon－

tal　currents　associated　with　the　Ekman　pumping　or　subsurface　temperature　anomaly．
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概 要

　風の応力の変動に対する力学的応答を調べるために海洋大循環モデルを開発した。モデルは矩

形で海底は平である。この報告はモデルと計算結果の詳しい記述である。

　モデル海域は，東西幅が100。，南北が30。Sから54。Nまでの緯経線で囲まれた球面で，鉛直8

層，水平20（南北）x2．5。（東西）の格子を持つ。東西方向に一様な風の応力，熱・塩分のフラッ

クスを海面で与え，定常解が得られるまで140年間積分する。

　風の応力の異常は，（1）赤道海域での東風の弱まりと，（2）熱帯・亜熱帯海域での貿易風の強化

を，それぞれ90日と180日与える。このようにして得られる海水温の変動を数年にわたって追

跡，解析する。

　その結果，海洋の応答が，傾圧モードと海面モードとに別れることが分かった。海面モード

は，おもに定常的な循環場により流される。海面水温（SST）の時間変動は，エクマン・ポン

ピングや亜表層の水温変動と関連した水平流による温度移流のため，定常場の水平温度構造にた

いへん敏感である。
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